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三
月
も
中
旬
に
な
り
、
暖
か
く
感
じ 

 

る
日
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
小
鳥 

 

た
ち
の
美
し
い
さ
え
ず
り
も
日
増
し
に 

 

多
く
な
り
、
一
足
先
に
咲
き
始
め
る
校 

 

庭
の
桜
も
あ
る
よ
う
で
す
。 

 
 

残
す
学
校
行
事
は
二
十
四
日
に
六
か 

 

年
の
小
学
校
の
課
程
を
修
了
し
、
立
派 

 

に
成
長
し
た
姿
を
披
露
す
る
卒
業
式
、 

 

二
十
五
日
に
該
当
学
年
の
学
業
が
修
了 

 

し
た
こ
と
を
祝
う
修
了
式
と
お
世
話
に 

 

な
っ
た
教
室
な
ど
に
感
謝
の
気
持
ち
で 

 

行
う
大
掃
除
の
み
と
な
り
ま
し
た
。 

 
 

今
年
度
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
今 

 

年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
翻
弄
さ 

 

れ
た
一
年
と
な
り
ま
し
た
。
五
・
六
年 

 

生
が
楽
し
み
に
し
て
い
た
修
学
旅
行
は 

 

県
内
実
施
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
地
域
と 

 

の
合
同
開
催
を
す
る
予
定
で
あ
っ
た
運 

 

動
会
や
学
習
発
表
会
も
学
校
だ
け
で
規 

 

模
を
縮
小
し
て
行
い
ま
し
た
。
学
級
で 

 

楽
し
く
食
べ
る
給
食
も
黙
食
と
な
り
、 

 

友
達
と
の
触
れ
合
い
も
少
な
く
な
り
ま 

 

し
た
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
状
況
の 

 

中
で
も
、
子
ど
も
た
ち
は
、
毎
日
元
気 

 

に
登
校
し
、
笑
顔
で
下
校
し
て
く
れ
ま 

 

し
た
。 

 
 

こ
の
一
年
間
、
子
ど
も
た
ち
に
は
、 

 

命
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と 

 
 

一
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

校 

長 
 

勝 

本 

祥 

治 

 

 

を
話
し
て
き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は 

 

交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
た
り
、
マ
ス
ク
着 

 
用
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
心 

 
掛
け
た
り
、
友
達
の
嫌
が
る
こ
と
を
言 

 

わ
な
い
よ
う
に
努
力
し
、
お
互
い
の
良 

 

さ
を
認
め
合
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。 

 

生
見
小
学
校
の
全
て
の
子
ど
も
た
ち
が 

 

こ
う
し
て
元
気
に
進
級
・
進
学
で
き
る 

 

こ
と
を
本
当
に
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
こ 

 

れ
も
ひ
と
え
に
、
い
つ
も
優
し
く
子
ど 

 

も
た
ち
に
寄
り
添
い
、
励
ま
し
て
く
だ 

 

さ
っ
た
保
護
者
の
皆
様
、
学
校
行
事
等 

 

を
陰
に
日
向
に
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
地 

 

域
の
皆
様
、
子
ど
も
た
ち
を
導
い
て
く 

 

れ
た
職
員
の
お
か
げ
だ
と
感
謝
す
る
と 

 

こ
ろ
で
す
。
小
規
模
校
で
は
あ
り
ま
す 

 

が
、
今
後
も
生
見
な
ら
で
は
の
特
色
あ 

 

る
教
育
活
動
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思 

 

い
ま
す
。
引
き
続
き
皆
様
の
御
理
解
と 

 

御
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま 

 

す
。 

 
 

い
よ
い
よ
令
和
三
年
度
も
終
わ
り
、 

 

四
月
か
ら
は
新
入
生
三
人
が
入
学
し
、 

 

全
校
児
童
二
十
二
人
で
令
和
四
年
度
が 

 

ス
タ
ー
ト
す
る
予
定
で
す
。
今
年
度
の 

 

反
省
を
し
っ
か
り
し
、
次
の
学
年
・
学 

 

校
で
よ
り
一
層
輝
い
て
く
れ
る
こ
と
を 

 

期
待
し
て
い
ま
す
。 

 

 

 

 

 

 

 ４日(金)に６年生を送る会を行いました。もうすぐ卒業を迎える６年生に対して，５

年生が中心となって会を進めました。各学年からの心温まる出し物を，６年生もうれし

そうな表情で見ていました。発表してくれた下級生からは，１年間学校のリーダーとし

て，時には優しく，時には頼もしく全体をリードしてくれた６年生に対する感謝の思い

が伝わってきました。この温かい雰囲気を生見小のよき伝統として，後輩たちが受け継

いでくれることでしょう。６年生のみんな，これまで本当にありがとう。 

鹿児島市立 
生見小学校 

鹿児島市 
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【４ 月の主な行事予定】 

 ５日(火) 入学式準備（新２年生以上） １２日(火) 家庭訪問，標準学力検査     2０日(水) 委員会活動 

 ６日(水) 新任式・始業式・入学式   １３日(水) 家庭訪問，標準学力検査     2１日(木) 耳鼻科検診 

７日(木) 身体計測，視力・聴力検査  １４日(木) 移動図書館，尿検査       2８日(木) 学級 PTA 

委員会活動（編成）     １５日(金) 集団下校訓練，尿検査           PTA 総会 

９日(土) 土曜授業 知能検査(2・４・6 年)  １８日(月) １年生を迎える会             PTA 全体会 

１１日(月) 交通安全教室        １９日(火) 全国学力・学習状況調査           眼科検診 

                 ６年生を送る会が終わった後，お別れ遠

足として千貫平自然公園に向けて登山をしました。この行事も生見小学校の特

色ある伝統的な行事のひとつです。 

学校を出発して２時間，一人も脱落者を出すことなく全員展望公園まで登り

きることができました。公園では，おいしいお弁当やおやつを食べた後，みん

なで陣取りをして遊びました。子どもたちはみんな元気です。その後，学校に

向かって下山。帰り道も子どもたちはとても元気でした。 

 

 

今年 1 年，学校のリーダーとして様々な教育活動で活躍してくれた 6 年生がいよいよ卒業です。中学校という新しい 

ステージは期待や不安が交錯するとは思いますが，6 年間，生見小学校で学んだ「生見魂」を発揮して，将来の夢や希望に向かって活

躍してくれると期待しています。そんなもうすぐ卒業を迎える 6 年生の，「卒業」をテーマにした俳句を紹介します。 

く
す
の
木
が 

 

私
の
旅
立
ち 

背
中
お
す 

 
 
 

 
 

鶴
田 

歩
音 

楽
し
み
だ 

 

中
学
校
と 

新
し
い
友 

 
 

 
 
 

米
倉 

弘
悟 

卒
業
か 

 

思
い
出
の
花 

満
開
だ 

 
 

 
 
 

米
倉 

夢
月 

、 

今
月
の
一
句 

  

六
年
生 

 
 

み
ん
な
を
引
っ
ぱ
り 

 
 
 

 
 

い
い
学
校 

 
 
 

 
 
 

五
年 

松
元 

音
輝 



 

 

  2月 25日(金)に校内持久走大会を行いました。 

  この日は，朝からとても良い天気で絶好の持久走日和でした。 

子どもたちは，これまで朝の体力づくりの時間や体育の授業で練習に励んできました。 

金曜日のお昼にもかかわらず，保護者や児童クラブの先生，地域の方とたくさんの方 

々が子どもたちの力走に温かい声援を贈ってくださりました。 

  たくさんの声援に後押しされ，子どもたちもいつも以上に力を発揮して，練習での自 

己ベストを更新する児童が多くいました。 

 学年／距離 1位児童氏名 時    間 

1・2年男子／ ８００ｍ 鶴田 杏凛 3分 44秒 

1・2年女子／ ８００ｍ 東 柚希 4分 05秒 

3年男子／1200ｍ 岡元 海音 5分 45秒 

3年女子／1200ｍ 米倉 史華 6分 02秒 

5・6年男子／1600ｍ 松元 音輝 7分 19秒 

5・6年女子／1600ｍ 栫 幸来 7分 27秒 
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国語は，『読むこと』，『知識及び技能』で７

割を超える正答率でしたが，『話すこと・聞

くこと』，『書くこと』に大きく課題が残り

ました。『書くこと』については，日頃から

取り組んでいる俳句タイムや日記課題，学

習活動や行事等での感想に取り組ませ，そ

れを生かした交流活動をとおして，表現力

の向上に努めていきます。 

『話すこと・聞くこと』については，俳句

タイム等の様々な発表の場をとおして，語

彙力・表現力を高める『話す・聞く』活動

に力を入れていきます。 

理科は，どの内容も７割に届かず課題が

残りました。 

 理科の基礎的な用語や基本的な知識を

しっかり押さえることを今後も継続して

いくことで，しっかりと定着を図っていき

ます。 

 また，『思考・表現』の力を高めるために

予想→観察・実験方法の立案→観察・実験

→結果の検証→まとめの過程において，科

学的思考を働かせながら児童同士で協働

的に追究させる活動を行うことで，思考

力，判断力，表現力を育てていきます。 

算数は，どの内容も７割に届かず課題が

残りました。 

 基礎・基本の内容では，特に『数と計算』

に課題があります。計算力の定着はもとよ

り，基本的な知識や技能を確実に身に付け

るように，繰り返し反復することの習慣化

を図ります。 

 また，図形学習において多角的・多面的

な見方や考え方，データを分析・考察する

活動をとおして，データを活用する力な

ど，算数科における思考力・表現力の育成

を図っていきます。 

社会に関する基本的な学習内容の理解

ついては，『地形・気候』と『水産業』に大

きく課題があります。再度，基本的な内容

の定着度を把握し，繰り返し指導，反復練

習することで定着を図っていきます。 

 社会科での学習だけではなく，日常生活

の中でテレビや新聞を見たことや自分な

りに経験したことを合わせて考えること

も大切な学習方法です。これから先は，政

治・経済，社会情勢など時事問題にも関心

をもち，広い視野で見聞を深めて欲しいで

す。 

１月に５年生を対象に実施した鹿児島学習定着度調査の結果が発表されました。本校の結果は，残念ながらすべての教科において県

平均を下回っております。この調査結果は，子どもたちの学力の一部を示したものではありますが，この結果から課題と成果をしっかり

分析・考察し，今後の授業改善を図っていきたいと思います。 

校内持久走大会 


